
 
 
 

 

 
 

2007 年 5 月 28 日 
 
アフガン難民について学び、支援する ― ガールスカウト日本連盟

とボーイスカウト日本連盟が、「世界難民の日」にちなんだ共同活

動を企画 
 
 
東京（28 日）発――ガールスカウト日本連盟とボーイスカウト日本連盟は 26 日、
日本ＵＮＨＣＲ協会が呼びかけた「ＵＮＨＣＲアフガン難民プロジェクト」への
協力に合意し、共同企画に関する三者間の共同声明を発表した。 
 
当プロジェクトでは、6 月 20 日「世界難民の日」をきっかけに、日頃より地域
に根ざした活動を展開している２つの青少年団体が、各々の強みを生かしながら
連携し、勉強会や募金活動を通して日本ＵＮＨＣＲ協会のアフガン難民支援事業
に参加する。同じく地域に根ざした奉仕活動団体であるロータリークラブなどに
も連携を呼びかけていく。 
 
滝澤三郎ＵＮＨＣＲ駐日代表は、「ガールスカウト日本連盟とボーイスカウト日
本連盟が日本ＵＮＨＣＲ協会と共に学び支援してくださることは、2007 年度
「世界難民の日」テーマとして掲げた『共生』の理念を実現する行為だと思いま
す。このような共同事業を通して「共感し」、「分け合い」、「リーダーシップ
を取り」難民と共生することを「共に生きる」だけでなく「共に活かしあう」こ
ととし、さらに地域での連携が広がり、国連の難民支援活動に関心を寄せてくだ
さる方が増えることを期待しています。」と述べた。 
 
ガールスカウト日本連盟は、世界連盟が 1993 年にデンマークで開かれた第 28
回世界会議において平和提唱事業として発表したＵＮＨＣＲとの共同事業「ピー
スパックプロジェクト」に取り組んでいる。1994 年から 2003 年まで 10 年間、
パキスタンのアフガン難民に、文房具などを詰めた袋合計 16 万個近くを届け、
7 回にわたって現地に派遣団を送った。支援総額は約 4 億円以上と見込まれる。
2005 年度からは援助対象がタイのミャンマー難民に移行。 
 
今年、世界スカウト運動創始 100 周年を迎えるボーイスカウト日本連盟は、
1997 年に全国キャラバンを通して募金活動を呼びかけ、4 月からの１年間で約
820 万円を集め、ＵＮＨＣＲへ贈呈した。それに先立つ 1995 年、オランダで開
催された第 18 回世界ジャンボリーにおいて、緒方貞子国連難民高等弁務官（当
時）と世界スカウト機構事務総長は、両組織の協力協定「難民に関わる了解覚
書」を調印している。 
 
例えば 6 月 17 日（日）に、東京都武蔵村山市では、地元のボーイスカウト、ガ
ールスカウト、ロータリークラブが協力して募金活動の実施を計画している。今
回集まった募金は「ＵＮＨＣＲアフガン難民プロジェクト」への指定寄附として、
7 月 20 日までに日本ＵＮＨＣＲ協会に送金される。その後、両連盟と日本ＵＮ
ＨＣＲ協会が協議し、どのような支援事業に活用するかを決定することになって
いる。 
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「ＵＮＨＣＲアフガン難民プロジェクト」に関するお問い合わせ先 

日本ＵＮＨＣＲ協会        担当：中村 Tel 03-3499-2450  Fax 03-3499-2273 
ガールスカウト日本連盟 担当：片岡 Tel 03-3460-0701  Fax 03-3460-8383 
ボーイスカウト日本連盟 担当：吉村 Tel 0422-31-5168  Fax 0422-31-5162 

 
 
以上 
 
本件に関するお問い合わせは、下記までご連絡ください。 

 
ガールスカウト日本連盟・ボーイスカウト日本連盟・日本ＵＮＨＣＲ協会 

共 同 声 明 
 

ＵＮＨＣＲ（国連難民高等弁務官事務所）の難民支援事業に関して、特定非営利活動法

人日本ＵＮＨＣＲ協会、社団法人ガールスカウト日本連盟、財団法人ボーイスカウト日本

連盟は、この共同声明を発表します。 

 

1. 日本ＵＮＨＣＲ協会、ガールスカウト日本連盟、ボーイスカウト日本連盟は、国連

  総会が定めた「世界難民の日」（6 月 20 日）にちなんだ難民支援事業「ＵＮＨＣＲ

  アフガン難民プロジェクト」を、共同で企画します。 

 

2. ガールスカウト日本連盟は、ＵＮＨＣＲとの共同事業として取り組んで来た

 「ピースパックプロジェクト」によって蓄積した知識や経験を活用し、「世界難民の

  日」にちなんだ難民支援事業を、地域での連携を通して実施するように努めます。 

 

3. ボーイスカウト日本連盟は、1995 年に第 18 回世界ジャンボリーにおいて調印された

  両組織の協力協定「難民に関わる了解覚書」に基づき、「世界難民の日」にちなんだ

  難民支援事業を、地域での連携を通して実施するように努めます。 

 

4. 日本ＵＮＨＣＲ協会は、ガールスカウト会員およびボーイスカウト加盟員が「世界

難民の日」にちなんだ難民支援事業を共同で実施するにあたり、ＵＮＨＣＲ本部

  およびＵＮＨＣＲ駐日事務所と連携しつつ、積極的に協力します。 

 
平成 19 年 5月 26 日 

 
 
社団法人 

ガールスカウト日本連盟 

財団法人 

ボーイスカウト日本連盟 

特定非営利活動法人 

日本ＵＮＨＣＲ協会 

会長 石井 直子 理事長 橋本 綱夫  代表理事 赤野間 征盛

   


